
お酒を飲んだら、
絶対に車、バイク、自転車、
特定小型原動機付自転車を
運転してはいけません！

飲酒運転かな？と思ったら１１０番！
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車やバイクだけではなく、自転車、特定小型原動機付自転車の
飲酒運転も、道路交通法違反です！

特定小型
原動機付自転車

交通事故をなくす福岡県県民運動本部







※条例では、車、自転車、特定小型原動機付自転車などの車両を飲酒運転し、検挙された者（違反者）及び
警告を受けた者（準違反者）は、アルコール依存症に関する診察や飲酒行動に関する指導を受ける
義務等の対象となります。

　福岡県では、平成24年に、全国初の罰則付き飲酒運転撲滅条例を制定し、飲酒運転の撲
滅に取り組んでいます。条例では、本人が飲酒運転しないことはもちろん、家族又は知人が
飲酒運転を行うおそれがあるときは、その防止に努めるとともに、飲酒運転を行おうとする人を
見掛けたり、飲酒運転を行った人を知ったときは、警察官に通報しなければならないとされ
ています。みんなの力で飲酒運転をなくしましょう。

　アルコールは「少量でも」脳の機能を麻痺させます。
　また、酒に弱いと言われる人だけでなく、酒に強いと言われる人であっても低濃度のアル
コールで運転操作等に影響が見られることが各種調査研究により明らかになっています。
　飲酒したら絶対に車両を運転してはいけません！

飲酒運転

検挙（1回目）
［違反者］

アルコール依存症に関する
診察または飲酒行動に関す
る指導を受ける義務

飲酒行動に関する指導を
受ける努力義務

5年以内に再び検挙（２回目）
または警告（１回目）

5年以内に
検挙（1回目）

アルコール依存症に関する診察または
飲酒行動に関する指導を受ける義務

5年以内に
再び警告（2回目）

警告（1回目）
［準違反者］

アルコール依存症に関する受診命令
（命令に従わない場合は5万円以下の過料）

アルコール依存症に関する受診命令
（命令に従わない場合は5万円以下の過料）

福岡県飲酒運転撲滅条例についてはコチラ




